
2023年2月16日
大学の強みを社会に活かす事業化・知財戦略（第４回）
技術シーズの事業化と環境整備

熊本大学 熊本創生推進機構イノベーション推進部門
主任URA 日髙 悠希

実務者からみた
研究成果の事業化に向けた研究者と大学が抱える課題



バックグラウンド（経歴）
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2011年 大学院（農学部）卒業

2011年 テクニシャン（私立大薬学部、熊本大学工学部）
～2013年

2013年 熊本大学のURA（研究系）に着任

2019年 熊本大学のURA（産学連携系）に異動

熊本大学が研究大学強化促進事業に採択。
当事業の第一期生URAとして着任。

農芸化学（土壌肥料）分野を研究テーマにする。

DDS、天然物化学→有機触媒を研究テーマにする研究室で実験に従事。

熊本大学で唯一、研究系から産学系に完全移籍したURAに。



バックグラウンド（業務内容）
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URA推進室

研究力の調査・分析

研究戦略の企画・立案

競争的資金の獲得

研究広報

研究系URAの業務

• 科研費
• 科研費以外の外部資金
• 海外グラント



バックグラウンド（組織体制）
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バックグラウンド（業務内容）
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産学系 知財系

研究シーズ把握 発明相談

研究シーズの企業紹介 特許出願

共同研究
の契約交渉 特許管理技術移転

の契約交渉

起業

学内連携でシーズ強化



シーズの事業化支援
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シーズの事業化支援
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※大学発／大学認定 となったベンチャー企業（2023年2月1日時点）



目利き人材育成プログラム
（起業環境整備支援コース）
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演習
ある技術に対して、複数人がそれぞれ独自のビジネスプランを作成。
企業経営を進めていく上で発生する困難に対してどう対応するのか？

• 立場の違う参加者（研究者を支援する側、研究を行う側、起業を支援し資金提供する側
等）が、どのような視点をもっているのか学ぶことができた

• ディスカッションによって、自分が気づかなかった視点を知ることができた

座学
起業する上で必要となる、資金調達・資本政策・事業リスクの他、
大学人としての利益相反マネジメントに必要な知識の習得

• 会社設立（どのような事業を行うのかを練る）上で基礎となる、知識の全体像を学ぶことがで
きた

• 経験豊富な講師から、多くのスタートアップが直面した課題や解決策を聞くことができた
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起業意欲
起業

目的達成

事例紹介 （全体像）

• 起業に興味をもったばかり
• 起業に向けて模索中

• 起業後
• 企業人として活動中



事例紹介 ①
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大学発ベンチャーってよく聞きますね。

知り合いのA先生、●●学部の先
生もベンチャーつくったって聞きました

アカデミアとの共同研究が多いんです。
解析依頼を頼まれることが多いです。

受託解析するような会社をつくる
のはどうでしょう？

周囲から起業したらと、よく言われて…

研究成果を世に出したいけど、なか
なかパートナー企業が見つからなくて

問題点：起業に興味を持ったが、次のステップが分からない

課題：ビジネスを具体化させる



事例紹介 ①
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課題： ビジネスを具体化させる
• 顧客はだれか
• 提供できるモノ（価値）は何か

• 自分の技術でしかできないものは何か
• 需要の大きさ

• 技術の価値を高めるため、学内研究者と共同研究を開始。
• 受託解析ではなく、自身の技術を使った創薬ビジネスの可能性を検証中。
• 起業してやりたいこと、できること、社会課題について情報を整理できる

効果： 現在の研究者

取り組み： 情報収集、起業支援のためのグラント応募
• マッチングイベントや相談会で第三者から技術評価、技術に対する要望等の意見を聞く。
• JSTやNEDOの支援事業、GAP資金に挑戦する。
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事例紹介 ②

成果を世に出したい

できることは何でもやろう

是非、この技術を
ものにしてください

チームとして全力
で楽しくやろう

問題点：成果を世に出すためのパートナーがいない

課題：パートナーをみつける

取り組み：共同研究のパートナー探索に拘らずに幅広く面談
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事例紹介 ②

どのような経緯があったのか？



事例紹介 ②
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事例紹介 ②
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事例紹介 ②
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事例紹介 ②
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社会実装
（事業化）

研究者

新会社

VC弁理士

大学

コア技術の開発

知財の取得・管理
学内調整（事務、研究者）
ベンチャー紹介

資金の提供
ビジネスプラン策定

知財戦略
（強い知財にするには？）

会社経営、事業開発
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起業意欲
起業

目的達成

事例から感じた事業化に向けた課題



事例から感じた事業化に向けた課題
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目的・目標・期限を明確にした上で行動する
• 起業に興味をもったときから、ビジネス情勢は刻一刻と変化している。起業に
向けた行動（ビジネスモデルの作成）は後回しにせず、ダラダラと続けない

• 技術的なPOC取得にとどまらず、事業が成立するか否かのPOCを意識する
（ビジネスモデルを描いた上で、逆算的に技術POCを取得する）

研究者

• 研究者は研究（技術）のプロであるが、経営や商品作りについては分からない
• 大学組織には各研究分野の出口に明るいビジネスマンはいない
• 会社が戦う業界を経営視点でみることができる人材がチーム／近くにいるか？
例）行政規制、社会動向、技術動向（差別化）、開発の進め方

• 外部連携により必要な人材にアクセスできる体制構築が必要だと考える
• 事業化に足りないパーツ（情報、専門家）を見極め、つなぐ人材がいるか？

事業を形にするためのチーム作り
研究者／大学／URA
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参考資料



大学・エコシステム推進型スタートアップ・エコシステム形成支援
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大学・エコシステム推進型スタートアップ・エコシステム形成支援
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